
宮
公益社団法人 宇都宮法人会

宮

法
人
会
は
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

　企
業
の
発
展
を
支
援
し
、
地
域
の
振
興
に
寄
与
し
、
国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
経
営
者
の
団
体
で
あ
る公益社団法人 宇都宮法人会公益社団法人 宇都宮法人会

■
第７回通常総会
社会貢献事業 
新会員紹介
特集記事
企業紹介
税務署だより
青年部会
女性部会
税理士会
医師が語る健康のお話
会員の声

2
4
6
7
8
10
12
13
14
15
16

…………
………………
……………

…………………
…………………

……………
…………………
…………………
…………………

…
…………………



第７回 通常総会を開催

平
成
29
年
度
功
労
者
へ

感
謝
状
を
贈
呈

野原宇都宮税務署長 黒本会長

会
員
増
強
功
労
者

浅井関東信越税理士会
宇都宮支部長

○
機
関
（
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
機
関
）

　㈱
栃
木
銀
行

○
支
部
（
目
標
達
成
し
た
支
部
）

　
さ
く
ら
支
部
　
　
　
御
幸
平
出
支
部

　
西
原
花
房
支
部
　
　
陽
南
幕
田
支
部

　
細
谷
戸
祭
支
部
　
　
馬
場
宮
園
支
部

　
清
原
支
部
　
　
　
　
マ
ロ
ニ
エ
支
部

　
上
三
川
支
部
　
　
　
石
井
横
田
支
部

　
雀
宮
支
部
　
　
　
　
駅
東
支
部

　
清
住
塙
田
支
部
　
　
中
央
支
部

　
城
山
支
部
　
　
　
　
河
内
支
部

○
個
人
（
目
標
達
成
し
た
個
人
）

　
㈱
千
葉
建
設
　
　
　
千
葉
　
恭
裕
　

　
㈱
ダ
イ
ニ
チ
　
　
　
吉
田
　
恭
平

　
日
東
燃
機
工
業
㈱
　
田
中
　
正
司

　
㈱
十
五
　
　
　
　
　
最
上
　
勝
弘

成
30
年
６
月
７
日
㈭
市
内
大
通
り

「
宇
都
宮
東
武
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
デ
」
に

お
い
て
会
員
２
０
８
名
（
別
途
委
任
状
２
，
４

３
３
名
）
お
よ
び
来
賓
多
数
出
席
の
も
と
第
７

回
（
通
算
51
回
）
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　
議
事
で
は
報
告
事
項
と
し
て

①
平
成
30
年
度
事
業
計
画
　

②
平
成
30
年
度
収
支
予
算

③
平
成
31
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
引
き
続
き
議
案
の

審
議
に
入
っ
た
。

　
第
１
号
議
案
の
平
成
29
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
報
告
承
認
の
件
に
つ
い
て
は

原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　
第
２
号
議
案
　
役
員
一
部
変
更
承
認
の
件

に
つ
い
て
も
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　
議
事
終
了
後
、
会
員
増
強
運
動
、
福
利
厚

生
制
度
の
推
進
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
機

関
、
支
部
、
個
人
に
対
し
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
た
。

　
な
お
、
総
会
議
案
資
料
に
つ
い
て
は
当
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
情
報
公
開
欄

に
掲
載
し
て
い

ま
す

　本
年
の
通
常
総
会
に
お
い
て
、
平
成
29
年

度
の
会
員
増
強
、
福
利
厚
生
制
度
の
推
進
に

功
績
の
あ
っ
た
機
関
、
支
部
、
個
人
に
対
し

会
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

平

（
敬
称
略
）

２



◆表紙写真について

福
利
厚
生
制
度
推
進
功
労
者

１
．経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度

　
　（
大
同
生
命
保
険
）

○
新
契
約
高
実
績〈
上
位
３
支
部
〉

　
さ
く
ら
支
部

　
石
井
横
田
支
部

　
上
三
川
支
部

○
新
規
企
業
加
入
実
績〈
上
位
３
支
部
〉

　
御
幸
平
出
支
部

　
駅
東
支
部

　
さ
く
ら
支
部

○
新
契
約
高
実
績〈
推
進
員
上
位
３
名
〉

　
大
同
生
命
保
険
㈱
宇
都
宮
支
社
　
佐
藤
佐
知
子

　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　  

荒
井
　
浩
代

　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　  

中
平
真
希
子

２
．ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド（
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
）

○
推
進
員

　

㈱
損
保
プ
ラ
ン
ナ
ー
　
　
　
櫻
井
　
信
夫

３
．が
ん
保
険
制
度（
ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
）

○
新
規
企
業
加
入
実
績〈
上
位
３
支
部
〉

　
陽
南
幕
田
支
部
　
　
上
三
川
支
部

　
清
住
塙
田
支
部
　
　
中
央
支
部

○
代
理
店

　
足
利
不
動
産
㈱

４
．医
療
保
険
制
度（
ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
）

○
新
規
企
業
加
入
実
績〈
上
位
３
支
部
〉

　
石
井
横
田
支
部
　
　
雀
宮
支
部

　
マ
ロ
ニ
エ
支
部
　
　
御
幸
平
出
支
部

○
代
理
店

　
足
利
不
動
産
㈱

宇
都
宮
城
址
公
園

　平安時代の後期より宇都宮氏代々の居城となり、関
東七名城の１つに数えられている宇都宮城は、近世に
本多正純の大普請によって約４km四方の近世城郭へと
発展したものの、近代戦争の戦火や昭和戦後の都市開
発によって殆どすべての構造物が失われ、昭和中期に
はわずか本丸土塁の一部が残されるのみとなった。市
は入念な発掘調査と文献調査を実施した末、当時の
「御本丸公園」を改修・再整備し、往年の宇都宮城本
丸の一部であった「清明台」、「富士見櫓」、「石垣
と土塁」、「土塀」および「堀」を外観復元し、改称
して「宇都宮城址公園」とすることとした。改修復元
工事は2006年12月に竣工、2007年（平成19年）３月
25日に宇都宮城の開園式が執り行われた。

科　　　目 当年度予算

◆一般正味財産増減の部
　　　経常収益計
　•経常費用
　　　事業費
　　　管理費
　　　経常費用計
　　　当期経常増減額
　　　法人税、住民税及び事業税
　　　当期一般正味財産増減額
　　　一般正味財産期首残高
　　　一般正味財産期末残高

84,896,800

73,724,004
11,000,592
84,724,596
172,204
120,000
52,204

102,013,720
102,065,924

（単位：円）

科　　　目 当年度

◆一般正味財産増減の部
　　　経常収益計
　•経常費用
　　　事業費
　　　管理費
　　　経常費用計
　　　当期経常増減額
　　　一般正味財産期首残高
　　　一般正味財産期末残高

85,102,382

77,071,963
11,606,167
88,678,130
△ 3,575,748
105,589,468
102,013,720

平成29年度正味財産増減計算書
平成29年４月１日から平成30年３月31日まで

平成30年度収支予算書
平成30年４月１日から平成31年３月31日まで

（単位：円）

028-648-9466TEL 028-648-9468FAX

裏表紙

有料広告 ４月、７月、
10月、１月
　　　発行

掲載の
ご案内

年
４
回

広告の申込・お問い合わせは

公益社団法人 宇都宮法人会

■料金表

●１段………
●１段1/2段

10,000 円
5,000 円

中　面

●２段……
●１段………

30,000 円
20,000 円

Ａ
４
版

Ａ
４
版

（
敬
称
略
）

 ３



公益社団法人 宇都宮法人会  社会貢献活動委員会 社 会 貢 献 事 業

●地域活動支援センター第二戸祭作業所
　・ニチバン電動テープカッターオートテーパー　１台
　・３ＭペルターイヤーマフＸ４　２個

●ＴＯＭＯＳｃｏｍｐａｎｙ
　・エプソンプロセレクション ＳＣ‐ＰＸ7ＶⅡ　１台

●まっしゅべりー
　・ＨＡＲＡＸ 楽太郎　アルミ製いちご収穫用台車ＲＡ‐612　３台
　・本多製作所　腰掛け台車 楽だ～ ＧＲ‐5　５台

●ユーファーム御幸ヶ原
　・HAIGE エンジン刈払機HG-BC260　２台
　・マキタ エンジン刈払機MEM2300U　２台
　・WEIMALL エンジン刈払機 43 ㏄ハイパーナイロンカッター　２台

●すぎの芽学園
　・アマノ乾湿両用業務用掃除機 JW-30　１台
　・ダイソン V6Slim　１台

　社会貢献活動委員会は、平成29年６月17日に栃木県総合文化センターサブホールで開催したチャリ
ティ名画鑑賞会及び同10月18日に宇都宮カンツリークラブで開催したチャリティゴルフ大会におい
て、参加者からいただいた浄財をもとに、宇都宮市内の福祉施設６カ所へ備品を寄贈した。寄贈した
福祉施設６カ所からそれぞれ感謝状をいただき、また、このことにより、平成30年６月29日に宇都宮
市長から福祉の向上に寄与したとして感謝状をいただいた。

寄贈日　平成 30年 3月 27日 寄贈日　平成 30年 3月 30日
●地域活動支援センターうつのみや
　・トラスコ 300Φ　回転作業椅子　10 台
　・Fungoal みんなのテント≪3M≫　１台
　・Fungoal テント重り　２セット

４



御幸平出支部・上三川支部 社 会 貢 献 事 業

平
石
北
小
学
校
へ
の
図
書
の
寄
贈

御
幸
平
出
支
部

坂
上
小
学
校
へ
の
図
書
の
寄
贈

上
三
川
支
部

お手紙をいただきました !

宇都宮法人会様
　この度は平石北小学校に「ハリーポッターシリーズ」「レ
オ・レオニ絵本」を寄付してくださりありがとうござい
ます。平石北小学校児童は皆、本が大好きです。とくに
ハリーポッターシリーズは高学年に、レオ・レオニ絵本
は低学年に絶大な人気を誇っており予約待ちとなること
もめずらしくありません。その本が図書室に増えるとい
うのはとてもうれしいです。まだ読んでいない人には、
図書委員がこれらの本のおもしろさを紹介するなどし
みんなで本に親しめるようにしていきたいと思います。
長く読み続けていけるよう大切に読ませていただきます。
　本当にありがとうございました。

平石北小学校児童一同

　
平
成
30
年
度
、
法
人
会
各
支
部

の
社
会
貢
献
活
動
を
よ
り
活
性
化

さ
せ
る
為
に
、
各
支
部
５
万
円
を

限
度
と
し
て
の
補
助
金
支
給
が
改

め
て
決
定
さ
れ
た
。

　
補
助
金
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

社
会
貢
献
活
動
を
実
施
さ
れ
て
い

る
先
進
的
な
支
部
活
動
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
上
三
川
支
部
の
活
動

内
容
を
検
討
す
る
。
　

　
各
学
校
で
不
足
し
て
い
る
備
品
・

用
具
等
の
寄
贈
。
環
境
美
化
活
動

へ
の
協
力
等
様
々
な
意
見
が
出
た
。

そ
の
中
で
学
齢
期
の
読
書
は
、
体

験
を
越
え
た
知
識
の
吸
収
に
な
り
、

他
人
の
話
し
を
理
解
し
、
自
ら
の

判
断
を
よ
り
広
い
視
点
か
ら
裏
付

け
る
一
助
に
な
る
と
の
思
い
か
ら

「
図
書
の
寄
贈
」
に
決
ま
る
。

　
寄
贈
先
を
選
定
す
る
に
あ
た
り
、

小
学
校
の
図
書
購
入
予
算
は
、
基

本
額
プ
ラ
ス
人
数
割
り
の
二
本
立

て
と
聞
き
、
在
校
生
の
少
な
い
小

学
校
か
ら
順
に
寄
贈
す
る
。
ま
た

具
体
的
な
書
籍
の
選
定
は
、
寄
贈

先
の
意
向
に
任
せ
る
。

…

図
書
券
の
贈
呈
が
手
軽
で
簡
単

じ
ゃ
ネ
ェ
。
と
の
考
え
は
、
本
部

事
務
局
か
ら
あ
っ
さ
り
却
下
さ
れ

る
一
幕
も…

と
言
う
わ
け
で
、
本
年
度
は
「
坂

上
小
学
校
」
に
学
研
プ
ラ
ス
【
新

レ
イ
ン
ボ
ー
小
学
国
語
辞
典
ワ
イ

ド
版
】
を
贈
る
。
　

　
坂
本
校
長
先
生
か
ら
『
辞
書
の

使
い
方
を
学
ぶ
授
業
の
時
、《
○
頁

を
開
い
て
く
だ
さ
い
。》
と
言
っ
て

も
、
各
家
庭
か
ら
持
参
さ
せ
た
辞

書
で
は
、
項
目
の
ず
れ
が
あ
り
、

授
業
が
円
滑
に
進
ま
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
同
じ
辞

書
を
揃
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

の
で
、
授
業
が
や
り
や
す
く
な
り
、

非
常
に
助
か
り
ま
す
。』
と
の
有
り

難
い
お
言
葉
を
戴
い
た
。
今
後
も
、

こ
の
活
動
を
継
続
し
て
ゆ
き
た
い
。

　
　
上
三
川
支
部支部

長
　
竹
末 

次
夫

　
御
幸
平
出
支
部
は
、
平
成
30
年

３
月
20
日
㈫
宇
都
宮
市
立
平
石
北

小
学
校
に
当
支
部
役
員
４
名
で
赴

き
、
児
童
の
読
書
活
動
の
充
実
の

た
め
「
レ
オ
・
レ
オ
ニ
の
絵
本
」

や
「
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
」

な
ど
計
32
冊
の
図
書
の
寄
贈
を
行

い
ま
し
た
。

　
同
小
学
校
で
は
、「
朝
の
読
書
」

「
家
読
（
う
ち
ど
く
）」、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
「
読
み
聞
か
せ
」
等
の

取
り
組
み
に
よ
り
児
童
の
読
書
に

対
す
る
意
欲
は
高
ま
っ
て
い
ま
す

が
、図
書
室
の
蔵
書
が
古
く
、破
損
・

落
丁
等
が
多
い
た
め
、
新
し
い
図

書
購
入
の
強
い
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。

　
寄
贈
後
、
校
長
先
生
並
び
に
司

書
の
先
生
か
ら
「
寄
贈
し
て
い
た

だ
い
た
図
書
は
、
児
童
に
大
変
人

気
が
あ
る
た
め
破
損
・
落
丁
が
特

に
多
く
、
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て

大
変
あ
り
が
た
い
。」
と
お
礼
の
言

葉
を
い
た
だ
き
、
児
童
か
ら
は
「
図

書
室
で
予
約
待
ち
に
な
る
ほ
ど
人

気
の
本
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
長
く
読

み
続
け
て
い
け
る
よ
う
に
大
切
に

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」
と
お

礼
の
お
手
紙
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
御
幸
平
出
支
部
で
は
、
今
後
も

児
童
の
意
欲
向
上
及
び
学
校
内
の

活
性
化
に
寄
与
で
き
る
社
会
貢
献

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
御
幸
平
出
支
部

支
部
長
　
大
武 

功
治

５



平成30年度の労働保険年度更新の申告・納付期間は６月１日から７月10日までです

事業主のみなさまへ

栃木労働局労働保険徴収室

宇都宮市東宝木町４－７ローヤルウィング１０２
宇都宮市戸祭町２６３８－１２
宇都宮市富士見が丘１－２１－２８
宇都宮市東町３０６－２９
宇都宮市元今泉７－３４－１９コーポすぎＡ１０２
宇都宮市屋板町１５１１－１
宇都宮市瑞穂１－２９－９
宇都宮市上横田町７０３－１０
宇都宮市瑞穂１－２９－９
宇都宮市下栗町２５８
宇都宮市西川田本町２－６－１８
宇都宮市鶴田町２０３９－４
宇都宮市伝馬町１－６若山ビル４Ｆ
宇都宮市小幡２－４－１０ラベンタ小幡
宇都宮市今泉３－１２－５
宇都宮市小幡２－４－３
宇都宮市宮園町８－２松島ビル２F
宇都宮市新里町丙３６４－６
宇都宮市野沢町５９５－６
宇都宮市清原台５－２８－１１
宇都宮市駒生町１４１０－１０５
宇都宮市みどり野町２１－１３
宇都宮市雀の宮７－１９－１０
宇都宮市針ケ谷１－２５－２１
宇都宮市中岡本町２１８３－１
宇都宮市下田原町１８０２

不動産管理業 
教育、学習支援業 
そば・うどん店 
教育、学習支援業 
生命保険媒介業 
一般貨物自動車運送業
運輸に附帯するサービス業 
一般土木建築工事業 
飲食店
めん類製造業 
経営コンサルタント業 
一般土木建築工事業 
学習塾 
損害保険業
保育所 
税理士事務所 
障害者福祉事業 
石工品製造業 
一般土木建築工事業 
とび工事業 
不動産賃貸業 
運輸に附帯するサービス業  
非営利的団体 
美容業 
販売業
骨とう品小売業 

㈱サンタハウス
（一社）栃木県ビジネス研究会
中村庵
（一社）キャリアサポートセンター
川　﨑　恵　美
㈱ウナン
翔風運輸㈱
㈱ヨシタカ
恵風商事㈱
㈲しのざき
（一社）マーケティングライフ研究所
㈱栃木建築社
㈱アカデミック・ロード
㈱江田総合保険
（一社）プチママン・アンジェ
広瀬会計事務所
㈱インクルー
㈱新日本石匠
㈱ＵＫＳ
㈱三晶工業
㈱ＦＰＯ
㈱成美
徳　山　　　篤
ＬＥＧＥＮＤ
㈱チップ
野州楼

山　本　サンタ
稲　見　君　枝
中　村　邦　彦
葆　東　雅　仁
川　﨑　恵　美
半　田　臣　一
髙　山　　　憲
津　吹　芳　隆
髙　山　　　憲
篠　﨑　元　昭
齋　藤　健　寿
神　山　周　市
藤　咲　綾　子
江　田　　　茂
上　原　美津子
広　瀬　孝　次
相　羽　義　夫
鷹　觜　信　明
雫　　　謙　一
佐　藤　晶　義
藤　﨑　範　之
渡　部　敏　行
徳　山　　　篤
鈴　木　絵理奈
永　見　英　幸
平　野　憲　昭

新会員紹介 （平成30年３月～平成30年５月入会）

所属支部 会員名 代表者 住　　所 業　　種
細谷戸祭支部

マロニエ支部
駅 東 支 部
石井横田支部

陽南幕田支部
さくら支部
西原花房支部
清住塙田支部

馬場宮園支部
北 支 部

清 原 支 部
城 山 支 部
雀 宮 支 部

河 内 支 部

　平成30年度の年度更新の手続は、６月１日から７月10日までの間に行っていただくことになります。
　労働保険料の算定方法は、平成29年４月１日から平成30年３月31日までの賃金総額に保険料率を乗じて得た額となります。
　労災保険料率については、平成30年４月１日より改定されましたので、栃木労働局ホームページによりご確認ください。
　概算・確定保険料の申告・納付は栃木労働局労働保険徴収室・労働基準監督署において受付けておりますが、最寄りの日本
銀行歳入代理店・郵便局等でも取り扱っています。手続きの際は、申告書と納付書を切り離さずに保険料を添えて窓口に提出
してください（労働保険料申告等の事務を社会保険労務士や労働保険事務組合に委託する方法もあります。）。
　なお、申告書作成の結果納付すべき保険料が発生しない場合、口座振替を利用されている場合は、金融機関で申告書のお取
扱いができませんので、栃木労働局又は労働基準監督署へ直接提出してください。
　また、電子申請による労働保険の年度更新の申告もe-GOV（電子政府の総合窓口）からご利用いただけます。
　詳しくは、栃木労働局労働保険徴収室（028-634-9113）、労働基準監督署又は公共職業安定所にお尋ねください。

宇都宮地方法務局からのお知らせです！

宇都宮地方法務局 TEL028-623-0916 法定相続情報証明制度の
詳しい内容は、

をご覧
ください。法務局ホームページ 検索

法定相続情報証明制度をご利用願います
本制度は、相続人が法務局（登記所）に必要な書類を提出し、
法定相続人がだれであるかを登記官が証明する制度です。

〈制度を利用するメリット!!〉
① 戸除籍謄抄本一式に代えることができます。
② 相続手続に必要な枚数を無料で交付します。
③ 複数の相続手続がある方は特に便利です。
④（預貯金の払出し等）全国の金融機関でご利用できます。

登記すべき事項だけをオンラインで提出できます。

〈オンライン提出のメリット!!〉
① 登記申請書が自動で作成されます。
② 電子署名は不要です。
③ ご自宅のパソコンで、登記の完了等を確認すること
　 ができます。

商業法人登記申請を予定されている方へ

６



直
「
勘
」
力
を
鍛
え
よ
う
！

國學院大学卒。米インマヌエル大
学大学院卒後、米スタンフォード
大学ビジネススクール修了。財団
法人日本船舶振興会（現日本財
団）役員、国会議員各秘書を経て

1994年に前身の㈲アルティスタを設立し代表
に。2006年現社名に改組。日本経済大学大学院
非常勤講師、（一社）水底質浄化技術協会監事
などを兼任。著書に「ジョブ・ディスクリプ
ション一問一答」「リストラ無用の会社革命」
など。

玄間 千映子■筆者紹介

㈱
ア
ル
テ
ィ
ス
タ
人
材
開
発
研
究
所
代
表

　
　

玄
間 

千
映
子

げんま・ちえこ

特 集

　
他
国
よ
り
も
は
る
か
に
〝
人
間
力
〞

重
視
の
日
本
も
、
将
棋
も
囲
碁
も
A

Ｉ
と
の
負
け
が
続
く
昨
今
で
は
、
や

は
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
は
勝
て
な
い

の
か
と
、
だ
ん
だ
ん
弱
気
に
な
っ
て

く
る
と
い
う
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が

先
日
の
勝
負
で
は
、
藤
井
七
段
が
A

Ｉ
に
勝
ち
ま
し
た
。
こ
う
な
る
と
俄

然
元
気
に
な
っ
て
く
る
の
も
ま
た
人

間
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
人
間
も
、
ま
だ

ま
だ
A
Ｉ
に
勝
負
で
き
る
の
か
も
し

れ
な
い
、
と
思
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
そ
れ
を
日
常
の
仕
事
の

中
で
実
感
す
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
例
え
ば
駅
の
自
動
改
札
。

現
在
、
大
き
な
駅
で
は
J
R
の

P
A
S
M
O
の
よ
う
な
自
動
改
札
シ

ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
自

動
改
札
に
な
っ
た
ら
無
人
化
で
も
よ

さ
そ
う
な
も
の
で
す
が
、
他
地
域
か

ら
の
往
来
の
激
し
い
東
京
や
大
阪
な

ど
の
改
札
で
は
、
改
札
に
改
札
案
内

者
が
立
っ
て
い
ま
す
。
実
は
、
こ
う

い
う
仕
事
が
A
Ｉ
、Ｉ
Ｔ
の
生
産
性

を
上
げ
る
に
は
欠
か
せ
な
い
の
で

す
。

　
詳
し
く
眺
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
駅

の
仕
事
に
は
、
運
賃
精
算
に
加
え
て
、

乗
り
場
や
乗
り
換
え
の
確
認
、
所
要

時
間
の
確
認
、
乗
客
の
安
全
、
車
両

と
の
連
携
等
々
、
実
に
た
く
さ
ん
の

仕
事
が
あ
り
、
そ
の
中
で
A
Ｉ
、Ｉ

Ｔ
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
の
は
「
正

し
い
切
符
で
入
場
し
て
い
る
か
」「
正

し
い
運
賃
で
出
場
し
て
い
る
か
」
の

判
断
と
、「
運
賃
精
算
」
の
仕
事
だ
け
。

そ
の
他
は
、
ま
だ
ま
だ
人
の
側
に

残
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
残
っ
て
い
る

か
と
い
う
と
、
人
と
の
関
わ
り
が
外

せ
な
い
か
ら
で
す
。

　
運
賃
は
規
則
で
決
め
ら
れ
ま
す

が
、
そ
の
他
の
こ
と
は
全
て
乗
客
側

と
の
や
り
と
り
で
決
ま
る
こ
と
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
て
も
、
的
確

な
検
索
ワ
ー
ド
が
思
い
つ
か
な
い
と

期
待
し
た
情
報
に
は
た
ど
り
着
け
な

い
の
と
同
じ
で
、
自
分
の
行
動
に
迷

い
が
あ
る
と
き
に
は
、
誰
に
何
を
尋

ね
た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
ず
ウ
ロ
ウ

ロ
し
て
し
ま
う
の
が
、
人
な
の
で
す
。

　
折
角
の
自
動
改
札
機
。
自
動
改
札

機
の
目
的
は
、
大
量
の
切
符
の
正
し

さ
を
処
理
す
る
こ
と
で
す
か
ら
、
改

札
付
近
で
ウ
ロ
ウ
ロ
す
る
人
が
溢
れ

た
ら
機
械
の
能
力
も
発
揮
で
き
ま
せ

ん
。

　
そ
こ
で
、
大
き
な
駅
で
は
機
械
の

能
力
発
揮
と
人
の
利
便
の
調
整
役
と

し
て
、
改
札
案
内
者
の
登
場
と
な
る

の
で
す
。
と
こ
ろ
で
こ
の
案
内
者
、

そ
れ
な
り
の
し
っ
か
り
し
た
知
識
が

無
い
と
や
は
り
多
く
の
人
を
さ
ば
く

こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
に
は
や
は
り

改
札
業
務
で
培
っ
た
経
験
は
強
み
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
A
Ｉ
、Ｉ
Ｔ
が
登
場

す
る
と
、
担
当
業
務
の
主
軸
が
変

わ
っ
た
り
、
い
く
つ
も
の
調
整
業
務

を
ま
と
め
て
担
う
と
い
う
こ
と
に
は

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
そ
の
業
務

で
培
っ
た
経
験
は
十
分
活
か
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

　
現
実
の
社
会
は
、当
然
な
が
ら
〝
人

間
が
主
体
〞
で
す
。
特
に
、
安
全
・

安
心
に
関
心
の
強
い
日
本
社
会
で

は
、
そ
の
傾
向
が
強
い
と
い
う
も
の
。

A
Ｉ
、Ｉ
Ｔ
が
登
場
す
る
と
、
そ
れ

ら
の
能
力
向
上
と
共
に
人
間
の
仕
事

が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
話
題
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら

は
あ
る
種
の
脅
し
に
し
か
過
ぎ
ま
せ

ん
。
機
械
の
能
力
発
揮
に
は
、
人
の

利
便
の
調
整
役
は
ま
す
ま
す
不
可
欠

に
な
る
の
で
す
。

　
そ
う
い
う
場
面
で
も
存
分
に
力
を

発
揮
す
る
に
は
、
相
手
の
不
便
さ
に

常
に
心
を
寄
せ
る
こ
と
。
相
手
心
の

揺
れ
や
迷
い
を
足
が
か
り
に
、
相
手

の
必
要
性
と
満
足
か
ら
〝
仮
説
を
立

て
る
勘
〞
を
鍛
え
る
こ
と
が
肝
心
で

す
。

７
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企 業 紹 介

□住所：宇都宮市桜２丁目5-31
□ＴＥＬ：０２８‐６１２‐３１７５　□ＦＡＸ：０２８‐６１２‐３２６３
□ＵＲＬ：http://www.koken-nin.com　□事業種：社会福祉

特定非営利活動法人  市民後見人センターとちぎ
代表／大　野　益　通

□住所：宇都宮市清原台５丁目32番21号
□ＴＥＬ：０２８‐６６７‐２１３８　□ＦＡＸ：０２８‐６６７‐３９８０
□事業種：クリーニング業

山口クリーニング
代表／山　口　一　郎

〈よりよい品質でのおつきあい〉
　当店では、多様化するファッション衣料にひとつひとつお応
えすべく最新の設備を充実させており、素材に合わせたきめ細
かい仕上げと行き届いたサービスを心がけております。
　高級ブランド品やファッショナブルな衣類のクリーニングは
是非当店をご利用ください。
　また、当店では環境問題・資源問題を考え、ハンガーリサイ
クルを実施しております。「地球を大切に」ご協力お願いいた
します。

□住所：宇都宮市東宿郷3-11-9 友光ビル1Ｆ
□ＴＥＬ：０２８‐６６６‐５６３０　□ＦＡＸ：０２８‐６６６‐５６３１
□ＵＲＬ：http://www.ktg-fudousan.com/　□事業種：不動産業

株式会社 ＫＴＧ
代表取締役／柿　沼　利　憲

　株式会社ＫＴＧは、宇都宮を中心として栃木県内の土地・建
物の売買、賃貸の仲介、管理を行っている地域密着型の不動産
会社です。お持ちの不動産についてお悩み事やご相談がござい
ましたら、お気軽にお声を掛けて下さい。「街の不動産屋さ
ん」として、皆様のお力になれるよう努力してまいります。
　空家、空地等の売却無料査定を行っております。今すぐ売却
しなくても、お急ぎの方もぜひご相談下さい。どんな些細な事
でもけっこうですので、まずはご連絡お待ちしております。お
客様との出会いを大切に、末永くお付き合いが出来れば嬉しく
思います。

□住所：宇都宮市芦沼町2337
□ＴＥＬ：０２８‐６７４‐４０１０　□ＦＡＸ：０２８‐６７４‐３９４９
□ＵＲＬ：http://inose-engei.com　□事業種：苔の生産・販売

株式会社 いのせ園芸
代表取締役／猪　瀬　智　広

　弊社は創業以来35年、苔の生産・販売をしております。数年
前までは庭用の杉苔だけの生産でしたが、近年では苔玉で用い
るハイゴケ、日向で育つ砂苔、坪庭で育つカモジゴケ、山苔の
生産もはじめました。最近では庭を作る方は減ってきておりま
すが、苔玉や苔ボトルなど、家やオフィスで手軽に楽しめる苔
に興味がある方は増えてきているようです。今後もお客様のニ
ーズに応えられるよう努力してまいりますので、ご愛顧をよろ
しくお願い致します。



９

企 業 紹 介

□住所：宇都宮市山本1-3-14　□ＴＥＬ：０２８‐６２５‐２８７５
□ＦＡＸ：０２８‐６２５‐３８１５　□ＵＲＬ：http://ando-sekkei.jp/
□事業種：建築設計・工事監理・企画・調査・診断・各種申請 等

株式会社 安藤設計
代表取締役／安　藤　寛　樹

　弊社は、地元栃木県を中心に子供施設・高齢者施設・流通・
商業施設や公共施設・住宅など様々な建物に携わっています。
　価値観の多様化が進む中、建築物に対する要求も多く、私達
に求められるものも多様で複雑なものとなりましたが、その時
代のニーズに応えるべく、社員一同日々の研鑽を怠らず、きめ
細やかで信頼と実績のある業務を心がけております。
　設計・監理のほか調査・診断、各種申請や公簿のお手伝いな
ど、様々な受賞経歴を持つ技術者や経験豊富な技術者のもと、
お客様のご要望に添ったご提案をさせていただきます。

□住所：宇都宮市本町4-12虎屋ビルB1F
□ＴＥＬ・ＦＡＸ：０２８‐６２３‐００９９
□事業種：飲食業

株式会社 山喜
代表取締役／山　際　宏　育

　宇都宮にも「美味しいもつ鍋」をとの思いから2008年３月にも
つ鍋串焼き　山㐂本店を本町にオープン、2015年４月には東店を
オープン致しました。宇都宮市にもすっかり定着したもつ鍋です
が、お客様が飽きる事のない様何度も味を変えバージョンアップ
を図ってまいりました。二つ目の看板料理の焼鳥は冷凍肉は使わ
ず鳥取県産大山鶏の生肉を備長炭で焼き上げています。
　他にも九州を代表するアラカルト料理は豊富に取り揃えてあ
りますので、是非お近くにお寄りの際はご来店お待ち致してお
ります。

□住所：宇都宮市白沢町1825-32　□ＴＥＬ：０２８‐６７３‐９２２８
□ＦＡＸ：０２８‐９０２‐６０１０　□ＵＲＬ：http://www.uk77.jp
□事業種：鉄骨工事、仮設工事、太陽光パネル・架台設置工事

株式会社 ユウケイ工業
代表取締役／梅　田　賢　一

　弊社は、鳶工事をメインとし日本全国での鉄骨工事・鍛冶
工事・仮設工事・太陽光工事を行っております。
　我社が創業以来一貫行動して培ってきた
　・コスト意識の強い職人になれ！
　・安全意識の強い職人になれ！
　・顧客満足度を常に追求できる職人になれ！
この『３つのプロフェッショナルの心得』を常に追求し、
“鳶”顧客満足度、社会貢献度共に日本一を目指す取組をして
います。

□住所：宇都宮市下平出町466-1
□ＴＥＬ：０２８‐６６２‐６３３１　□ＦＡＸ：０２８‐６６２‐６３７３
□ＵＲＬ：http://www.taiwa1111.co.jp/
□Ｅ‐ｍａｉｌ：taiwa@taiwa1111.co.jp　□事業種：総合建設業

株式会社 泰和工業
代表取締役／大　武　功　治

　株式会社泰和工業は昭和37年より宇都宮で建設業を創業しま
した。それ以来多くのお客様にお世話になり建物をはじめとし
て建設してまいりました。当社のモットーの『早く、良く、安
く、安全に』を念頭に邁進してまいりました。社員全員で初心
に帰りいかにお客様に喜んでいただけるかを考えて仕事に励ん
でおります。木造住宅、店舗、工場、事務所、学校校舎、市営
住宅、県営住宅、土木工事など各種工事に実績を積んでまいり
ました。どうぞお気軽にお問い合わせください。



宇都宮税務署からのお知らせ
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税務署
だより

宇都宮税務署からのお知らせ
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今
後
の
主
な
事
業

●７月　　　　　　宇都宮税務署長表敬訪問
●９月７日　　　　関東甲信越法人会青年部会
　　　　　　　　　　　連絡協議会合同セミナー
●10月～２月　　　租税教室
●11月　　　　　　経営者育成セミナー
●11月３日・４日　宮の市　出店
●11月９日　　　　第32回全国青年の集い
　　　　　　　　　　　　　　　　岐阜大会
●２月23日　　　　第３回税金ウルトラクイズ
●３月　　　　　　県下青年部会合同講演会

研修会講師（川田上席調査官） 来賓あいさつ（矢井田副署長）

　

５
月
29
日
㈫

に
ホ
テ
ル
丸
治

に
お
い
て
、
御

来
賓
に
宇
都
宮

税
務
署
矢
井
田

副
署
長
、
國
藤

統
括
国
税
調
査

官
、
川
田
上
席
調
査
官
、
黒
本
親
会
会

長
、
鈴
木
女
性
部
会
長
を
お
招
き
し
、

青
年
部
会
第
44
回
定
時
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
平
成
29
年
度
事
業
報
告
並
び

に
決
算
報
告
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画

並
び
に
収
支
予
算
が
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
の
青
年
部
会
の
方
向
性

と
し
て
は
今
年
で
３
回
目
と
な
る
税
金

ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
を
柱
に
、
租
税
教
室

な
ど
も
通
じ
て
租
税
教
育
の
推
進
を
図

り
、
会
員
お
よ
び
福
利
厚
生
制
度
加
入

拡
大
、
経
営
者
育
成
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、
９
月

に
は
関
東
甲
信
越
法
人
会
青
年
部
会
連

絡
協
議
会
に
お
い
て
宇
都
宮
で
合
同
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
総
会
後
に
は
、
宇
都
宮
税
務
署
川
田

上
席
調
査
官
を
講
師
に
お
迎
え
し
「
消

費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て
」
と

題
し
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
御
来
賓
の

皆
様
と
の
意
見
交
換
、
会
員
同
士
の
親

睦
を
深
め
、
今
年
度
の
事
業
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
５
月
20
日
㈰
宇
都
宮
城
址
公
園
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
フ
ェ
ス
タ
マ
イ

宇
都
宮
2
0
1
8
に
女
性
部
会
と
合
同

で
ブ
ー
ス
を
出
店
し
ま
し
た
。

　
青
年
部
会
で
は
、
こ
ど
も
た
ち
を
対

象
に
駄
菓
子
な
ど
を
販
売
し
、
共
同
で

出
店
し
て
い
る
女
性
部
会
の
実
施
し
て

い
る
税
の
紙
芝
居
に
こ
ど
も
た
ち
を
誘

導
し
ま
し
た
。
な
お
、
販
売
収
益
金
は

福
祉
団
体
等
へ
後
日
寄
付
予
定
で
す
。
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第
13
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
山
梨
大
会
」

制
作
セ
ミ
ナ
ー

第
39
回
通
常
総
会

フ
ェ
ス
タ
マ
イ
宇
都
宮
２
０
１
８

視
察
研
修
会

　
５
月
30
日
㈬
16
時
か
ら
ホ
テ
ル
丸
治

に
於
い
て
、
宇
都
宮
税
務
署
副
署
長
矢

井
田
様
ほ
か
、
多
数
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

第
39
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

鈴
木
幸
子
部
会
長
か
ら
「
昨
今
、
働
き

方
改
革
と
し
て
、
女
性
議
員
の
増
員
な

ど
女
性
参
画
・
活
躍
を
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
女
性
部
会
と
し
て
も
恒
例
と

な
り
ま
し
た
租
税
教
育
・
社
会
貢
献
活

動
等
、
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
し
つ
つ

実
践
す
る
所
存
で
す
。
」
と
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
29
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
報
告
、
平
成
30
年

度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
の
詳
細

な
説
明
が
あ
り
、
二
つ
の
議
案
共
に
滞

り
な
く
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
税
務
研
修
会
も
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
宇
都
宮
税
務
署
よ
り
広
報

広
聴
官
鈴
木
百
合
子
様
か
ら
「
国
税
の

仕
事
に
つ
い
て
」
の
ご
講
演
を
頂
き
ま

し
た
。
中
で
も
広
報
官
の
お
仕
事
に
つ

い
て
は
当
女
性
部
会
で
も
税
金
の
○×

ク
イ
ズ
を
実
施
し
た
り
、
税
の
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
に
募
集
依
頼
し
た
り
と
、

微
力
な
が
ら
活
動
さ
せ
て
頂
い
て
い
る

の
で
理
解
で
き

ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、

ご
来
賓
の
方
々

を
お
迎
え
し
、

意
見
交
換
を
通

じ
て
親
睦
を
深

め
団
結
出
来
た

有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

（
広
報
副
委
員
長

野
沢 

美
由
紀
）

　
３
月
８
日
㈭
、
宝
飾
家
の
桜
井
み
ど

り
先
生
を
迎
え
、
今
回
が
３
回
目
と
な

る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
制
作

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ジ
ュ
エ
リ
ー
は
年
月
を

経
て
も
劣
化
し
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
純
金
・
純
銀
箔
を
先
生
が
デ

ザ
イ
ン
・
制
作

し
た
下
地
に
付

着
さ
せ
て
か
ら
、

宝
石
な
ど
を
レ

イ
ア
ウ
ト
し
、

磨
き
を
か
け
て

完
成
し
た
世
界

に
一
つ
し
か
な

い
ジ
ュ
エ
リ
ー

の
誕
生
で
す
。

参
加
さ
れ
た
29

名
の
方
々
と
の

真
剣
な
、
で
も

楽
し
い
一
時
と

な
り
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
長
　
永
井 

京
子
）

　
５
月
20
日
㈰

「
市
民
の
日
」

を
記
念
し
て
宇

都
宮
城
址
公
園

に
於
い
て
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
青
年
部

会
と
共
に
出
店

し
ま
し
た
。

「
税
金
ク
イ
ズ
」
を
3
6
4
名
様
に
回

答
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
お
子
様
達
に

は
、
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
、

税
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
皆

様
に
税
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
機
会
に
な
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。

（
広
報
委
員
長
　
永
井 

京
子
）

　
４
月
12
日
㈭
、
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
に

於
い
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

4
1
4
会
1
6
1
1
名
が
参
加
致
し
ま

し
た
。
会
場
に
は
、「
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
記
念

講
演
後
「
輝
こ

う
！
名
峰
富
士

の
も
と
〜
今
を

創
る
女
性
の
力

〜
」
の
大
会
宣

言
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
翌
日
、「
北

口
本
宮
冨
士
浅

間
神
社
」
で
正

式
参
拝
。
満
開

の
桜
咲
く
「
忍
野
八
海
」
や
富
士
山
、

「
河
口
湖
ミ
ュ
ー
ズ
館
・
与
勇
輝
館
」

「
久
保
田
一
竹
美
術
館
」
を
見
学
し
帰

路
に
着
き
ま
し
た
。

（
厚
生
委
員
長
　
小
杉 

恵
子
）

　
４
月
18
日
㈬
、
埼
玉
県
三
芳
町
に
あ

る
95
％
以
上
の
産
廃
物
を
全
天
候
型
で

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
石
坂
産
業
㈱
の

く
ぬ
ぎ
の
森
環
境
塾
に
参
加
し
ま
し
た
。

「
観
て
」
「
触
れ
て
」
「
感
じ
る
」
五

感
で
学
ぶ
、
人
と
自
然
と
技
術
が
共
生

す
る
環
境
経
営
で
、
カ
ン
ブ
リ
ア
宮
殿

で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
大
規
模
な
リ

サ
イ
ク
ル
工
場
を
見
学
し
、
里
山
の
保

全
に
取
り
組
む
、
く
ぬ
ぎ
の
森
を
散
策

し
、
畑
で
採
れ
た
地
産
地
消
の
特
製
弁

当
で
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。
ま
た
、
小

江
戸
川
越
に
も
立
ち
寄
り
街
を
散
策
し

ま
し
た
。
蔵
造
り
の
重
厚
な
街
並
み
と

駄
菓
子
屋
横
丁
、
時
の
鐘
な
ど
昔
を
懐

か
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
土
産

一
杯
に
な
っ
た
一
日
で
し
た
。

（
厚
生
委
員
長
　
小
杉 

恵
子
）

13



理

会

税

士

基
礎
控
除
の

見
直
し
に
つ
い
て

（
文
責

　関
東
信
越
税
理
士
会

　宇
都
宮
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

齋
藤 

次
郎
）

改正後

3,000万円

195万円

0円

2,805万円

842万4,000円

改正前

3,000万円

220万円

38万円

2,780万円

817万2,000円

改正後

1,000万円

195万円

48万円

757万円

110万5,100円

改正前

1,000万円

220万円

38万円

742万円

107万600円

改正後

400万円

124万円

48万円

228万円

13万500円

改正前

400万円

134万円

38万円

228万円

13万500円

給 与 所 得

給与所得控除

基 礎 控 除

課 税 所 得

所 得 税

給与収入 3,000万円給与収入 1,000万円給与収入 400万円

■図１

1 

基
礎
控
除
の
概
要

　
平
成
29
年
12
月
22
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
平
成
30
年
度
税
制
改
正
大
綱
で
は

所
得
税
の
基
礎
控
除
の
改
正
が
項
目
と

し
て
挙
が
っ
て
い
る
。
予
定
で
は
平
成

32
年
（
2
0
2
0
年
）
か
ら
所
得
税
の

基
礎
控
除
を
現
在
の
38
万
円
か
ら
48
万

円
に
、
住
民
税
の
基
礎
控
除
を
現
在
の

33
万
円
か
ら
43
万
円
に
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
が
、
実
現
す
れ
ば
実
に
平

成
６
年
の
税
制
改
革
か
ら
26
年
ぶ
り
の

基
礎
控
除
引
上
げ
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　
基
礎
控
除
と
は
本
人
の
１
年
間
に
必

要
な
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
の

に
必
要
な
額
に
つ
い
て
は
担
税
力
を
も

た
な
い
こ
と
か
ら
所
得
か
ら
控
除
す
る

旨
の
所
得
控
除
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法

制
定
以
降
は
生
存
権
を
保
障
す
る
も
の

と
し
て
現
在
ま
で
至
っ
て
い
る
。

　
昭
和
25
年
の
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
基
づ

く
改
正
時
点
で
は
基
礎
控
除
額
は
２
万

5
0
0
0
円
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
昭
和

52
年
ま
で
は
短
い
周
期
で
増
額
さ
れ
、

昭
和
52
年
時
点
で
は
29
万
円
、
昭
和
59

年
に
は
33
万
円
、
昭
和
63
年
に
は
35
万

円
、
平
成
６
年
に
は
38
万
円
と
引
き
上

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
従
来
の
改
正
は
主
に
消
費
者
物
価
等

の
上
昇
に
伴
う
日
本
国
民
の
所
得
向
上

を
踏
ま
え
て
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ

の
度
の
改
正
に
つ
い
て
は
様
々
な
就
労

形
態
に
対
す
る
税
制
の
中
立
性
を
維
持

す
る
た
め
と
い
っ
た
方
が
良
い
だ
ろ

う
。
と
い
う
の
も
基
礎
控
除
の
引
き
上

げ
に
伴
っ
て
各
所
得
を
計
算
す
る
際
の

控
除
額
が
引
き
下
げ
と
な
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
所
得
金
額
が

2
4
0
0
万
円
を
越
え
る
個
人
に
つ
い

て
は
基
礎
控
除
額
を
逓
減
し
、

2
5
0
0
万
円
を
越
え
た
場
合
に
は
基

礎
控
除
が
０
に
な
る
こ
と
か
ら
、
高
所

得
者
層
に
は
よ
り
高
い
税
を
担
っ
て
も

ら
う
こ
と
と
な
る
。

2 

各
控
除
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

　
給
与
所
得
控
除
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

一
律
に
10
万
円
引
き
下
げ
る
こ
と
と
な

る
。
現
行
で
は
最
低
で
も
65
万
円
の
控

除
が
改
正
後
は
55
万
円
と
な
る
わ
け
で

あ
る
。
ま
た
、
現
行
で
は
1
0
0
0
万

円
超
の
給
与
収
入
に
対
し
、
2
2
0
万

円
の
上
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
改

正
後
は
8
5
0
万
円
超
の
給
与
収
入
に

対
し
、
1
9
5
万
円
の
控
除
が
上
限
と

な
る
。
参
考
に
改
正
前
と
改
正
後
で
の

各
所
得
者
層
の
違
い
を
ご
確
認
頂
き
た

い
。
（
図
１
）

　
給
与
収
入
が
8
5
0
万
円
を
越
え
な

け
れ
ば
給
与
所
得
控
除
か
ら
基
礎
控
除

へ
振
替
に
な
っ
た
だ
け
な
の
で
所
得
税

額
は
変
わ
ら
な
い
が
、
越
え
た
場
合
に

は
改
正
の
影
響
が
生
じ
、
所
得
が

2
5
0
0
万
円
を
越
え
た
場
合
に
は
基

礎
控
除
が
な
く
な
る
た
め
、
よ
り
大
き

な
税
負
担
が
生
じ
て
い
る
。

　
な
お
、
公
的
年
金
等
控
除
に
つ
い
て

も
一
律
10
万
円
の
引
き
下
げ
と
な
り
、

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
1
0
0
0

万
円
を
越
え
る
場
合
の
控
除
額
に
つ
い

て
は
、
1
9
5
万
5
千
円
の
上
限
が
設

け
ら
れ
る
。

　
正
規
の
簿
記
の
原
則
に
よ
る
青
色
申

告
特
別
控
除
に
つ
い
て
も
同
様
に
一
律

10
万
円
引
き
下
げ
と
な
る
。
た
だ
し
、

青
色
申
告
特
別
控
除
に
つ
い
て
は
、

e‒

T
a
x
に
よ
る
申
告
を
す
る
等
の

一
定
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
は
従
来

と
同
様
65
万
円
の
控
除
と
な
る
。

3 

お
わ
り
に

　
就
労
形
態
の
多
様
化
が
進
行
し
て
い

る
中
、
給
与
所
得
者
と
い
わ
ゆ
る
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
と
呼
ば
れ
る
個
人
事
業
主

と
の
区
別
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
そ

う
い
っ
た
状
況
で
は
両
者
間
に
存
在
す

る
租
税
格
差
を
縮
小
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。
予
定
さ
れ
る
こ
の
改
正
は
あ
く
ま

で
そ
う
い
っ
た
格
差
の
調
整
で
あ
り
、

基
礎
控
除
が
引
上
げ
に
な
る
か
ら
減
税

が
行
わ
れ
る
の
だ
と
誤
解
な
き
よ
う
ご

注
意
頂
き
た
い
。
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医師が語る健康のお話

ほうずみ整形外科内科・小児科医院 

院長　宝 住 与 一

ほうずみ・よいち
　日光市生まれ、宇都宮高校、北海道大学医学部卒業、昭和54年
宇都宮市で開業、宇都宮市医師会役員を経て、宇都宮市医師会
長、栃木県医師会長、日本医師会副会長を歴任

Yoichi Houzumi尊厳死を考える②

　
先
日
、
私
の
友
人
の
整
形
外
科

医
A
先
生
の
奥
さ
ん
が
「
主
人
が

亡
く
な
り
ま
し
た
。
家
族
葬
で
全

部
終
わ
り
ま
し
た
。
生
前
主
人
が

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
の
で
」
と

言
っ
て
、
息
子
さ
ん
と
奥
さ
ん
が

一
緒
に
挨
拶
に
来
ま
し
た
。

　
一
瞬
、
言
葉
に
詰
ま
り
ま
し
た

が
「（
植
物
状
態
に
な
っ
て
）
何
年

で
し
た
。」「
８
年
で
す
。」「
ご
愁

傷
さ
ま
で
し
た
。
本
当
に
大
変
で

し
た
ね
。」
私
が
言
っ
た
後
、
帰
ら

れ
ま
し
た
。

　
４
・
５
日
前
に
、
市
整
形
外
科

医
会
で
同
世
代
の
K
先
生
に
「
A

先
生
は
本
当
に
悪
性
腫
瘍
だ
っ
た

の
か
な
」
と
言
っ
た
ら
、「
違
う
で

し
ょ
う
。
悪
性
腫
瘍
な
ら
こ
ん
な

に
生
き
ら
れ
る
筈
が
な
い
。」
と

言
っ
て
別
れ
た
そ
の
矢
先
で
し
た
。

　
彼
は
８
年
前
、
脳
の
悪
性
腫
瘍

（
が
ん
）
で
自
治
医
科
大
学
脳
外
科

で
手
術
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
植

物
状
態
に
な
り
先
日
亡
く
な
っ
た

訳
で
す
が
、
そ
の
間
、
私
も
何
度

か
見
舞
い
に
行
き
ま
し
た
が
段
々

行
き
に
く
く
な
り
、
こ
こ
数
年
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
回

復
の
見
込
み
の
な
い
病
状
の
人
の

場
合
は
、
な
ん
に
も
話
が
出
来
な

く
な
り
、
見
舞
う
方
も
大
変
苦
痛

で
、
殆
ど
の
人
が
な
か
な
か
行
け

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
10
年
位
前
、
私
の
友
人
の
母
親

が
脳
卒
中
で
倒
れ
ま
し
た
。
そ
の

時
、
私
は
言
っ
た
覚
え
は
な
い
の

で
す
が
、「
大
変
だ
が
、
元
の
よ
う

に
生
き
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
助

か
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
亡
く
な

る
な
ら
看
病
は
長
く
て
も
大
変
、

短
く
て
も
物
足
り
な
い
。
３
ヶ
月

が
ち
ょ
う
ど
良
い
の
だ
よ
な
。」
と

私
が
言
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
友
人

が
、
母
親
が
亡
く
な
っ
た
後
、
私

の
と
こ
ろ
に
来
て
「
貴
方
は
言
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
な
い
と
思
う

け
れ
ど
、
３
ヶ
月
で
亡
く
な
っ
て

丁
度
よ
か
っ
た
。
こ
れ
以
上
、
長

く
て
も
短
く
て
も
大
変
だ
っ
た
。」

と
お
礼
を
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。

　
私
が
、
こ
の
よ
う
な
事
を
考
え

だ
し
た
の
は
、
一
番
最
初
は
イ
ン

タ
ー
ン
の
時
、
小
児
科
で
脳
性
麻

痺
？
の
患
者
さ
ん
が
植
物
状
態
で

生
ま
れ
、
数
年
の
間
入
院
し
て
い

る
患
者
が
お
り
母
親
が
悲
し
そ
う

に
毎
日
看
病
し
て
い
た
の
を
見
た

時
で
し
た
。
次
が
、
私
が
大
学
病

院
に
無
給
医
と
し
て
勤
務
し
て
い

た
時
で
、
高
校
生
が
交
通
事
故
で

植
物
状
態
に
な
り
、
若
い
母
親
が

悲
し
そ
う
に
看
病
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
、
既
に
数
年
が
経
過
し
て

い
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
今
回
の
私
の
友
人
の
奥

さ
ん
と
息
子
さ
ん
、
豊
島
病
院
の

子
ど
も
の
母
親
、
大
学
病
院
の
高

校
生
の
母
親
の
人
生
の
こ
と
を
考

え
て
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で

は
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
看
病
し
た
当
人
の
方
々
は
「
こ

れ
で
よ
い
」、「
仕
方
が
な
い
」、「
悔

い
は
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
は
こ

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
ど
ん
ど
ん
出

て
く
る
か
と
思
う
の
で
、
何
ら
か

の
対
策
を
考
え
て
や
ら
な
い
と
、

い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
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公益社団法人 宇都宮法人会

宇
都
宮
法
人
会

　

今
後
の
事
業
予
定（
主
な
も
の
）

月

日

行

　
　
　事

会

　
　場

2018年 時局講演会

伊藤 惇夫 氏
政治アナリスト

時代の転換期を見つめる

平成30年 9月 6日㈭

ベルヴィ宇都宮

日 時

講 師

場 所

無料入場料

18:00～19:40（受付 17:30）

どうなる日本の
政治と経済秋 季 講 演 会

平成30年11月 14日㈬　
栃木県教育会館 大ホール

日 時

料理研究家

土井 善晴  氏
講 師

場 所

無料入場料

公益社団法人 宇都宮法人会

14:00～15:40（受付13:30）

自
転
車
の
右
側
通
行

会
員
の
声
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　「
ち
ょ
っ
と
君
、
自
転
車
で
ス
マ
ホ
は
い

け
な
い
よ
、
ま
し
て
こ
こ
は
歩
道
で
右
側

じ
ゃ
な
い
か
！
」
20
代
く
ら
い
の
男
性
が
ス

マ
ホ
を
見
な
が
ら
近
づ
い
て
き
た
の
で
、
両

手
を
広
げ
て
停
止
さ
せ
、
注
意
し
た
。

　
彼
は
自
転
車
に
ま
た
が
っ
た
ま
ま
で
、「
歩

道
を
走
っ
て
も
い
い
ん
だ
よ
」
と
言
い
な
が

ら
、
ス
マ
ホ
を
見
て
い
た
。

　「
自
転
車
走
行
中
の
ス
マ
ホ
は
違
反
だ
よ
、

そ
れ
に
こ
こ
は
、
道
路
に
自
転
車
用
の
レ
ー

ン
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
、
こ
こ
は
左
側
通
行

で
歩
道
は
い
け
な
い
ん
だ
、
ま
し
て
君
は
ど

う
見
て
も
13
歳
以
下
に
も
70
歳
以
上
に
も
見

え
な
い
が
…
」「
そ
ん
な
こ
と
な
い
よ
、
道

路
交
通
法
で
も
い
い
と
言
っ
て
る
よ
」
そ
ん

な
言
い
合
い
し
て
い
た
が
、
ス
マ
ホ
検
索
で

そ
の
結
果
が
出
な
い
と
み
え
て
、
ス
マ
ホ
を

ポ
ケ
ッ
ト
に
納
め
な
が
ら
、「
こ
ん
な
暇
な
、

う
る
せ
い
爺
ィ
と
遊
ん
で
い
ら
れ
ね
ー
ん
だ

よ
ー
!
」
な
ど
と
捨
て
台
詞
を
言
い
な
が
ら

立
ち
去
っ
て
い
っ
た
。
ち
ょ
っ
と「
む
っ
!
」

と
な
っ
た
。

　
そ
れ
と
最
近
、
特
に
気
に
な
る
の
が
、
自

転
車
の
２
段
階
右
折
は
ほ
と
ん
ど
守
ら
れ
て

い
な
い
様
で
、
見
た
こ
と
が
無
い
。
朝
、
一

般
の
人
、
高
校
生
、
ほ
と
ん
ど
が
交
差
点
の

手
前
で
、
道
路
の
右
側
に
移
動
し
前
方
の
信

号
が
青
に
変
わ
る
と
右
側
の
歩
行
者
専
用
横

断
歩
道
を
通
っ
て
右
折
し
て
行
く
現
状
で
あ

る
。

　
今
、
車
を
運
転
中
、
右
折
の
時
、
前
方
向

か
ら
の
歩
行
者
、
自
転
車
よ
り
後
側
か
ら
く

る
自
転
車
の
方
を
充
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
何
時
か
ら
こ
ん
な
秩
序
の
無
い
自
転
車
走

行
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
確
か
に

自
転
車
は
排
気
ガ
ス
も
出
さ
ず
、
経
済
的
で
、

健
康
に
も
良
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら

と
言
っ
て
勝
手
気
ま
ま
に
走
行
し
た
の
で
は
、

危
険
極
ま
り
無
い
。
道
路
は
み
ん
な
の
道
路

で
あ
り
、
車
は
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
慎

重
に
緊
張
し
て
運
転
を
し
て
い
る
。
ま
た
歩

行
者
は
自
分
は
安
全
だ
と
お
も
っ
て
歩
い
て

い
る
。過
日
、テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
も
あ
っ

た
が
、
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
飛
び
出
し
た
子
供
と

衝
突
し
足
を
骨
折
す
る
と
い
う
重
症
を
負
わ

せ
た
青
年
の
「
ひ
き
逃
げ
」
の
模
様
を
防
犯

カ
メ
ラ
画
像
で
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。

　
と
っ
さ
に
、
あ
っ
、
子
供
は
足
だ
け
で
、

頭
は
打
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
、
あ
の
自
転

車
は
保
険
に
入
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
。

い
ず
れ
逃
げ
て
も
す
ぐ
に
見
つ
か
る
し
、
怪

我
を
負
わ
せ
て
逃
げ
た
と
な
れ
ば
、
罪
は
追

加
さ
れ
る
し
、
怪
我
の
治
療
費
も
あ
り
、
も

し
頭
な
ど
打
っ
て
、
も
し
も
の
こ
と
が
あ
っ

た
ら
、
懲
役
に
も
な
っ
て
く
る
。

　
い
つ
だ
っ
た
か
、
関
西
方
面
で
自
転
車
が

加
害
者
で
１
億
円
弱
の
補
償
の
判
決
が
出
た

の
を
記
憶
し
て
い
る
。
自
転
車
で
の
賠
償
責

任
で
の
判
例
で
は
最
高
だ
ろ
う
。

　
私
の
よ
う
な
昭
和
の
人
間
に
は
、
人
は
右
、

車
は
左
、
自
転
車
は
左
側
通
行
、
キ
ー
プ
レ

フ
ト
が
頭
に
し
み
こ
ん
で
い
る
。

　
法
律
は
、
人
々
が
安
全
に
生
活
で
き
る
よ

う
に
定
め
ら
れ
た
決
め
事
で
あ
る
。
道
路
交

通
法
に
も
自
転
車
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い

る
条
項
が
あ
る
が
、
一
般
の
人
々
で
、
自
転

車
に
対
し
て
規
制
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

る
人
が
少
な
い
か
、
ま
た
違
反
し
て
も
注
意

さ
れ
る
だ
け
で
、
そ
ん
な
大
げ
さ
な
罰
則
な

ど
な
い
の
で
は
、
と
思
っ
て
い
る
人
が
ほ
と

ん
ど
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
自
転
車
の
ま
ち
、

宇
都
宮
」
を
掲
げ
、
多
額
を
費
や
し
て
、
自

転
車
専
用
区
間
を
整
備
し
て
い
る
反
面
、
そ

れ
を
守
る
意
識
の
徹
底
を
、
自
転
車
に
乗
る

心
構
え
を
行
政
共
、
も
う
少
し
啓
蒙
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
思
う
毎
日
で
あ

る
。
事
故
を
起
こ
す
前
に
…
。

　
　
社
会
貢
献
担
当
副
会
長

御
幸
平
出
支
部
　
田
中
正
司

決
算
期
別

　
　法
人
説
明
会

護
国
会
館

８
日

本
部
・
支
部
・
部
会

役
員
合
同
懇
談
会

未
定

下
旬

中
小
企
業
会
計

セ
ミ
ナ
ー（
基
礎
編
）

法
人
会
会
館

７
月
12
日

中
小
企
業
会
計

セ
ミ
ナ
ー（
応
用
編
）

法
人
会
会
館

26
日

県
連
主
催

　
　会
員
研
修
会

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

10
日

全
法
連
全
国
大
会

鳥
取
大
会

鳥
取
市

11
日

チ
ャ
リ
テ
ィ

　
　ゴ
ル
フ
大
会

宇
都
宮
C
C

下
旬

決
算
期
別

　
　法
人
説
明
会

ベ
ル
ヴ
ィ
宇
都
宮

上
旬

決
算
期
別

　
　法
人
説
明
会

護
国
会
館

上
旬

時
局
講
演
会

ベ
ル
ヴ
ィ
宇
都
宮

９
月
６
日

松
竹
大
歌
舞
伎
協
賛

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

30
日

パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー

法
人
会
会
館

下
旬

新
設
法
人
説
明
会

法
人
会
会
館

10
月
上
旬

経
営
安
定
セ
ミ
ナ
ー

法
人
会
会
館

下
旬

国
税
局
長
講
演
会

市
立
南
図
書
館

11
月
２
日

秋
季
講
演
会

栃
木
県
教
育
会
館

14
日

決
算
期
別

　
　法
人
説
明
会

ベ
ル
ヴ
ィ
宇
都
宮

８
月
７
日


